
令和 2 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

自主事業・
提案事業 － －

            ※実施回数（施設未設置地区実施回数）

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応
⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施

① 新型コロナウイルス感染拡大防止のため10月より
徐々に行事開催。
② 所長（常勤・児童厚生員）、正規職員（常勤・児童
厚生員）
嘱託職員2人、非常勤職員2人、学生アルバイト2人
③広報誌月刊「わくわく」を毎月発行・配布（小学校・
公民館・自治会回覧、一部幼稚園・保育園、北部ふ
れあい保健センター・北市民健康センター、近隣のイ
ベントホール）。ホームページへの記載、指定管理者
の広報誌「済美学院報」に児童センターのお知らせを
掲載。
④利用者への普段の話しかけにより苦情やニーズを
的確につかむよう心掛け、利用者アンケートを実施し
その結果を、館内に掲示。
⑤コロナウイルス感染拡大防止対策のため人数制限
をして幼児クラブを再開、事業計画書に基づくように
できる限りの努力をしました。

※23(22)
開館日数（単位：日） 150 101 126 155 151

各室稼働
状況

移動児童館実施回数（単位：回） 13 0 ※19 ※29(22)

9,252

移動児童館利用者数 304 0 922 1,299 1,098
利用者数
（単位：人）

来館者数 5,743 3,220 8,107 11,397

施設概要
◇構造：鉄筋コンクリート造2階建　◇敷地面積：1,095.03㎡　◇延床面積：532.42㎡　◇施設内容：遊
戯室、幼児室、集会室兼図書学習室、図工室、おもちゃ図書館、事務室兼静養室、駐車場

R02下半期 R02上半期 R01下半期 R01上半期 H30下半期

料金制 使用料

指定管理委託料（年額） 16,078,376円

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。

指定管理者名 社会福祉法人　中部学院福祉会

指定期間 平成29年4月1日～令和4年3月31日まで

選定方法 公募

施設名 岩野田児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課

所在地 岐阜市粟野東1丁目95番地



施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
①迅速・適切な修繕の実施
②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

① 大規模な修繕（遊戯室網戸新設・玄関引き戸修
理・遊戯室屋根一部防水工事・蛇口自動水洗に一部
切り替え）については、市に要請し実施。
② 簡易修繕については、指定管理者（法人本部）に
相談し行う。
社会福祉法人中部学院福祉会として、クローラ水で
の消毒を導入したことにより当センターも噴霧器によ
る部屋ごと除菌を毎日閉館後に行う。

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①～③適切に実施。
個人情報保護・非常災害対策計画を整備し、随時職
員間での話し合いを持ち、利用者を交えた避難訓練
を行い、確認しあっている。

施設管理

①施設設備の保守点検の実施
②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用できる状態の保持
③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努めること
④施設・設備・備品等の維持管理

① 指定管理者（法人本部）連携のもとに適切に実
施。
② コロナウイルス感染防止対策のため、1階16時30
分、2階17時にそれぞれのおもちゃを集めて部屋ご
と、クローラ水を用いて噴霧消毒。破損等の点検を実
施。各部屋の使用済のおもちゃは箱に入れてもらい、
時間を見計らいオゾン式保管庫を利用。各部屋の出
入り口・ドアノブ・トイレ便座・洗面台、は時間を決め
消毒。週2回は、就労促進事業清掃班による清掃。ト
イレスリッパについて毎日アルコール消毒をし、日曜
日除菌のためにバケツの中につけ置く。火曜日に天
日干しする。1週間交代でこれを繰り返す。　年3回床
のワックスがけ・エアコン清掃・ガラス磨きを委託業者
に依頼。検温用サーマルカメラの導入。
③ 職員間で節電の意識を持ち、使用してない部屋の
消灯、冷暖房節約、節水に努めた。
④施設、備品等の点検は随時行う。玩具については
破損がある場合おもちゃ病院での修理を依頼。屋外
遊具の定期点検（年2回）実施。
　備品購入・委託事業等は法人の経営する施設と一
括することで経費の節減を図っている。



●利用者評価

利用者アンケートの
実施状況

【保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート】
令和2年12月10日～令和3年2月28日　保護者（一般来館・クラブ参加）にアンケート（無記名）を実
施。
回答者数100人
【小・中・高校生用アンケート】
令和2年12月10日～令和3年2月28日　来館した児童・生徒にアンケート（無記名）を実施。
回答者数100人　小学：1年13人、2年19人、3年12人、4年20人、5年17人、6年13人
　　　　　　　　　　　 中学：1年0人、2年3人、3年0人　無記入3人

利用者アンケートの
実施結果

<保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート>
【校区】　岩野田北（24人）　岩野田（16人）　常磐（18人）　長良西（6人）　長良東（4人）　鷺山（4人）
　　　　　 その他市内（21人）　その他市外（7人）
　　　　　　長良東（1人）　粟野（1人）　徹明さくら（1人）　鶉（1人）　芥見（1人）　加納西（1人）
　　　　　　市外（7人）　無回答（2人）
【年齢】　10代（0％）　20代（13％）　30代（74％）　40代（8％）　50代以上（5％）
【利用頻度】　初めて（21％）　ほぼ毎日（0％）　週2～3回（0％）　週1回（11％）　2週間に1回（27％）
　　　　　　　　 月1回（30％）　その他（11％）
【来館相手】　子（92％）　孫（3％）　友人（4％）　その他（1％）
【子・孫の年齢】　0才（12％）　1才（45％）　2才（15％）　3才以上（28％）
【来館方法】　徒歩（12％）　自転車（6％）　自家用車（82％）　公共交通機関（0％）
【何で知った】　ホームページ（29％）　広報紙・チラシ（11％）　学校（1％）　保育所・幼稚園（4％）
　　　　　　　　　　知人・友人（32％）　ぎふし子育て応援アプリ（0％）　ソーシャルメディア（0％）
　　　　　　　　　　その他（23％）
【評価】
（あいさつ）・・・・・・・満足（89％）ほぼ満足（9％）普通（1％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（1％）
（言葉づかい）・・・・満足（89％）ほぼ満足（9％）普通（1％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（1％）
（利用者対応）・・・・満足（86％）ほぼ満足（12％）普通（1％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（1％）
（利用しやすさ）・・・満足（71％）ほぼ満足（21％）普通（4％）やや不満（3％）不満（0％）無回答（1％）
（整理整頓）・・・・・・満足（78％）ほぼ満足（20％）普通（1％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（1％）
（清潔感）・・・・・・・・満足(75％)ほぼ満足（19％）普通（5％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（1％）
（換気）・・・・・・・・・・満足（81％）ほぼ満足（15％）普通（2％）やや不満（1％）不満（0％）無回答（1％）

<小・中・高校生アンケート>
【学校名】　岩野田北小（84人）、岩野田小（13人）、岩野田中（3人）
【学年】　小学：1年（13％）、2年（19％）、3年（12％）、4年（20％）、5年（17％）、6年（13％）
　　　　　  中学：1年（0％）、2年（3％）、3年（0％）、その他（3％）
【利用頻度】　初めて（1％）、毎日（1％）、週4・5回（8％）、週2・3回（18％）、週1回（24％）、その他
（48％）
【来館相手】　ひとりで（16％）、友人（61％）、父母（16％）、その他（7％）
【来館方法】　徒歩（26％）、自転車（41％）、自家用車（27％）、バス・電車（0％）、その他（6％）
【好きな遊び】　バドミントン（14％）、ドッジボール（13％）、卓球（11％）、人生ゲーム（8％）、
　　　　　　　　　　ウノ（6％）、その他（48％）

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

要望⇒回答
・コロナ対策で消毒をしっかりするのは、大変だと思うが、もう少しおもちゃをふやしてほしい。
⇒消毒のためかごに入れてあるので、入れ替等の対策をするようにします。
・子どもが喜ぶおもちゃがあるので、うれしいです。絵本がふえるといいと思います。
⇒絵本については考慮します。
・コロナで大変な時でも、工夫して開館してくださりありがとうございます。おもちゃが少なくなってし
まった今だから、新しいおもちゃで遊びたいです。
⇒新しいおもちゃは少しずつ入れているのですが、消毒のためご迷惑をおかけしています。
・丁寧に説明してくださり、ありがとうございました。
⇒今後も笑顔を絶やさずに対応させていただきたいと思います。ご意見があればいつでも声をかけ
てください。よろしくお願いします。
・駐車場の白線を分かりやすくしてほしい。
⇒今後の課題としていきたいと思います。



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価
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貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜市
あるいは施設が
ある特定の地域
（以下「地元」と
いう。）の振興、
活性化などに貢
献できるもので
あること

⑭地元の法人その他の団体の育成
（一部業務の再委託先）、地元住民
の活用（雇用又はボランティア等）

・地元の諸団体との連携、交流
・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢者・
障がい者等の活用

⑮地元での社会活動等への参加
・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等への
参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民との協
働事業等の実施

区分評価

⑬リスクへの対応方策（防止策、非
常時の対応マニュアルなど）

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備
・リスク防止策の実践

区分評価

効率性

事業計画書の
内容が、管理経
費の縮減が図ら
れるものである
こと

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行

⑨管理経費縮減の具体的方策
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユー
ス、節水・節電など）

区分評価

安定性
安全性

事業計画書に
沿った管理を
安定して行う
物的能力、人
的能力を有し
ていること

⑩組織及びスタッフ（採用予定者も
含む）の経歴、保有する資格、ノウ
ハウ、専門知識等

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

⑪スタッフ（採用予定者も含む）の
管理、監督体制

・事務分掌等に基づく管理・監督体制並びに事務分担の
実施

⑫スタッフ（採用予定者も含む）の
人材育成の方策

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参
加

効果性

事業計画書の
内容が、対象
施設の効用
（設置目的）を
最大限発揮す
るものである
こと

③既存業務の改善、工夫又は新規
事業等の実施

・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施

④利用者ニーズ、苦情などの把握
方法、対応方策及びサービスの質
を確保するための体制

・利用者アンケートの実施
・利用者ニーズ・苦情・クレームへの着実な対応・運営へ
の反映

⑤利用者に対するサービス向上の
方策（窓口応対、プロモーション、設
備の整備など）

・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施

⑦施設の効用（設置目的）を最大限
発揮できるスタッフの配置

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

①平等利用を確保するための体
制、モニタリングなど

・利用者アンケートの実施
・運営委員会の開催

②情報公開、広報の方策
・利用者アンケート結果の公表（館内掲示など）
・広範で適切な情報提供・広報活動の実施

区分評価



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

・ 　ランチルームを開設予定で準備をしていました。（張り紙での周知・シートの準備）。
・ 　平日の宿題持参も気軽に出来るようになり、コロナウイルス感染拡大防止対策のため対面にならないよう環
境設定を整え実施しました。
・ 　外部講師、特に中部学院大学・中部学院大学短期大学部との連携の関係性をさらに深め、コロナウイルス
感染拡大防止対策のため前半・後半の事前申し込みにして、子育て講座の取り組みをしました。
幼児クラブへの参加者には、新たにQRコードを用いてアドレス登録をしてもらい行事の中止・延期等のお知らせ
をメールで出来るようにしました。クラブ活動参加以外の保護者にも、入館時に行事等の開催のお知らせを受け
取るとことが出来ることを説明し、賛同された方には登録を促しました。そのことにより、保護者対象の行事、「母
学キャンパス」「お話の会」等開催のお知らせを、クラブ活動に参加してない保護者にも呼びかけができるように
しました。
QRコードを用いてのアドレス登録をしてもらうことにより、行事参加の欠席等がスムーズに行えると保護者からの
絶賛する言葉をいただき、この取り組みは評価できると思います。
・ 　利用者アンケートでの意見を尊重し、コロナウイルス感染拡大防止対策のためトイレ便座・洗面台・ドアノブ
は時間を決め定期消毒を、また閉館に合わせ、1階は16：30、2階は17：00におもちゃを集め、クローラ水を使用し
部屋ごと噴霧消毒を実行しています。（岐阜市子ども支援課へ3月12日付で文書発信、決裁を電話で確認）
・ 　新しいおもちゃを入れてほしいとの要望に応え、順次取り入れています。
・ 　避難訓練は重要課題と捉え、来館自由な児童館で、臨機に対応できるよう、取り組んでいます。

① 子育て支援
・ 　コロナウイルス感染拡大防止のため幼児クラブ（2歳児クラス・1歳児クラス）開催を10月より開催人数制限事
前申込制とする。入館者の方々には、消毒の徹底を理解してもらい、また密を避けて遊んでいただけるよう、床
に目安の線をテープで示し、より分かりやすいように配慮しました。玩具も通常より少なくしましたが、しっかり消
毒しお渡しすることを徹底し、保護者には理解してもらうことができました。安心して来館できる雰囲気づくりのた
め、来館利用者には声をかけ、話を聴くよう随時努力をしました。
・  インターネットの活用　幼児クラブへの参加者には、新たにQRコードを用いてアドレス登録をしてもらいまし
た。
　クラブ活動参加以外の保護者にも、入館時に行事等の開催のお知らせを受け取ることができることを説明し、
賛同された方には登録を促しました。そのことにより、保護者対象の行事、「母学キャンパス」「お話の会」等開催
のお知らせを、クラブ活動に参加してない保護者にも呼びかけができるようにしました。
QRコードを用いてのアドレス登録をしてもらうことにより、行事参加の欠席等がスムーズに行えると保護者からの
絶賛する言葉をいただき、これを取り入れたことは評価できると思います。
・  放課後等デイサーサービス等と連絡を取り、来館利用を促し、8月・10月と利用がありました。
② 児童健全育成
・ 　コロナウイルス感染拡大防止対策のため行事を土曜日に集中させるのではなく、平日の放課後に来館で参
加できるように考慮しました。10月に開館した折には、消毒の徹底、マスク着用、密にならないで遊ぶ、対面する
あそびは避ける等々、考慮しました。離れて遊べるということで、「わなげチャレンジ」「ふくわらいチャレンジ」「鬼
のまとあてチャレンジ」「大なわチャレンジ」を考え、二人一組でできるように、設定しました。
・ 　宿題を持参した際、対面にならないよう机椅子の配置を考え、環境設定を整えました。
・ 　コロナウイルス感染拡大防止対策のため入館カードの様式を、名前はもちろん、体温を計測して記入、連絡
先の電話番号の確認、消毒の徹底、マスクの着用、体の変化（家族も同様）を細かくチェック項目を設け記入して
もらうようにしました。入館時に貴重品（自転車の鍵・携帯電話等）を預かる際、お互いに触れることのないよう、
ケースにビニール袋を被せ対応しました。マスク忘れの入館者には、こちらから提供しました。トイレスリッパにつ
いて毎日アルコール消毒をし、日曜日には除菌のためにバケツの中につけ置いています。火曜日に天日干しを
して。1週間交代でこれを繰り返しています。屋外遊びの後等、手洗いを呼びかけました。
・ 　持参した水分をとってもらうよう、時間を決め呼びかけました。お茶等持参してない子には、こちらで予め準備
したお茶を、使い捨ての紙コップを準備し、水分補給に心がけました。
③ 地域活動
・ 　おもちゃ病院は地域活動のため、スタッフとも話し合い、コロナウイルス感染拡大防止対策のため、パーティ
ションを設置し、密を避ける等、注意を払い実施しました。
・ 　放課後等デイサービス事業者と連絡を取り、コロナウイルス感染拡大防止対策を確認し、来館利用を促しま
した。
・ 　母親クラブの子育て支援についての活動を10月から再開しました。コロナウイルス感染防止対策も含め話し
合い、活動への申し込み等が児童センターで行えるよう連携しながら進めました。密にならないようにパーテショ
ンの位置、消毒の仕方、2部制での交代の際も密にならないよう時間を十分に取ること等を話し合いました。

今期の取組み
に対する評価



●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

○新型コロナウイルス感染症対策を策定したマニュアルにそって適正に消毒・換気等を行っており、適切な新型コロナウイル
ス感染症対策を実施していると考える。
○新型コロナウイルス感染症対策を意識したうえで、新たな遊びを考案するなど、利用者が楽しめる工夫を行った。
○情報共有がスムーズにできるよう、QRコードを活用しメールアドレス登録するなど、利用者の利便性向上に努めている。
○入館時に鳴るチャイムの音で、職員は利用者を出迎えるなど、利用者に安心できる対応や来館しやすい雰囲気作りを行っ
ている。
○外部講師を招いた講座や、小学生自主ボランティア隊とともに今後の活動準備を行うなど、地域の交流や連携に努めてい
る。
○事故等の発生も無く、安全安心な施設運営に努めたことは評価したい。
○職員体制や経営状況については、問題なく運営が行われている。

かねてから子どもたちが主体となって活動する取り組みに力を入れていたが、今は高齢者施設の訪問が難しいため、子ども
たちと相談しながら他の関わり方を模索してほしい。
情報の発信の仕方を工夫していることを評価する。今後も続けていただきたい。
新型コロナ対策をしっかりした上で、利用者の向上と職員の健康について配慮いただきたい。
管理運営については適切に運営されている。

今後の取組み

・ 　外部講師（特に中部学院大学・中部学院大学短期大学部との連携）の関係性をさらに深め、コロナウイルス
感染拡大防止対策には十分配慮し子育て講座の取り組みを強化していきたい。
・ 　児童センターで開催している活動を、より一層利用者に届けられるよう幼児親子を対象に、来館時にメールア
ドレスの登録を促し、情報発信を続行します。
・ 　放課後児童クラブへの働きかけも引き続き行い、要請を受けていく。
・ 　小学生ボランティア隊「V・わくわく隊」の活動について、特に「高齢者施設訪問」は地域でも期待されているの
で、今後も続けていきたいが、コロナウイルス感染拡大防止対策の観点から、他の関わり方も模索していきた
い。
・ 　利用者アンケートでの意見を尊重し、コロナウイルス感染拡大防止対策のための消毒作業等、より良い方法
を考えながら進めていきたい。
・ 　避難訓練は重要課題と捉え、来館自由な児童館で、臨機に対応できるよう、取り組む。
災害避難に向けて、避難場所への誘導訓練も三密を避け取り組めるようにする。
・ 　来館者（特に初めて来館の方）にはコロナウイルス感染拡大防止対策のため丁寧に接し、わかりやすく児童
センター利用の説明をし、楽しく過ごしてもらえるよう、細心の気配りをする。
・ 　担当小学校との連携を密にし、要配慮児童についての情報を共有する。
・ サーマルカメラ導入により、事務の効率を良くする。


